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、
厚
村
議
会
の
任
務
の
定
責

　
　
　
．
自
治
確
立
に
｝
段
の
奮
斗
を
！

四
ッ
巴
の
激
戦
も
終
つ
て
噸
ヶ
月
ガ

壱
よ
そ
に
｝
路
新
ス
タ
L
ト
に
入
つ
た
、

員
の
抱
負
の
闘
端
を
伺
い
理
論
と
し
て
噌
に
実
践
。

套
ぐ
な
講
へ
峰

喜
議
員
を
始
め
鴫
般
公
務
員
の

｝
震
の
向
上
に
努
め
て
明
朗
村

屠
簸
凱
諜
灘
蹄
螺

φ
下
停
所
謂
農
村
工
業
の
振
興

　
一
た
く
念
願
し
、
て
お
り
ま
す
。

｝　
▲
　
　
市
川
利
太
郎

藩
紛
縷
吐
し
て
家
を
忘

瓢
馨
寒
霧
る
べ
≦

『
般
村
民
に
知
つ
て
い
た
だ
く

　
よ
う
に
努
め
た
い
・

⑧
明
朗
な
る
議
員
に
な
吟
明
朗

㌧
な
議
会
た
る
事
を
念
願
す
る

　
▲
．
山
岸
』
武
保

①
教
竃
上
不
完
全
な
る
校
舎
等

一
の
改
善

②
土
木
事
業
を
強
調
し
、
，
交
通

　
機
関
の
改
修

③
其
他
村
政
に
，
（
た
づ
さ
か
り
）

、
，
明
朗
な
る
村
政
を
図
り
た
い

　
▲
　
　
　
樋
　
口
　
．
義
春

．
■
皆
ざ
ん
の
御
支
援
に
よ
り
当

岬

選
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
今
後

私
の
力
の
続
く
限
り
眞
面
目
に

、
哺
生
懸
命
に
明
る
い
村
政
が
行

わ
れ
東
頸
城
の
輔
等
村
に
、
新

潟
縣
の
優
秀
村
に
し
た
い
と
念

願
致
し
て
お
り
ま
す
。
、

①
税
の
適
正

　
私
共
が
納
め
た
税
が
正
し
い

　
方
向
に
村
発
展
の
爲
に
費
れ

　
る
こ
と

②
明
乃
い
村
政

こ
、
で
改
選
后
議
じ
努
め
て
財
政
の
安
定
を
企
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て

村
民
の
総
意
に
応
え
、
山
積
せ
る
諸
事
業
の
逐
行
に
努
力
御

奮
斗
を
新
る
と
共
に
、
村
民
の
絶
大
な
る
御
協
力
を
切
望
し

・
和
衷
協
力
村
の
発
展
の
た
め
績
極
努
力
を
望
む
。
・

　
▲
、
　
秋
山
　
利

①
農
村
振
興

　
交
通
機
関
の
拡
充
強
化

教
育
の
刷
新

　
校
舎
及
附
属
建
物
の
整
備
促

，
進
、
学
校
運
営
の
合
理
化
、

僻
地
教
育
の
向
上

⑤
文
化
の
向
上

倉
通
信
機
関
の
普
及
徹
底

⑤
明
朗
で
公
李
な
行
政

。
村
民
各
位
の
絶
大
な
る
御
後

，
に
ょ
う
当
選
を
衷
心
よ
り
感

　
申
し
あ
げ
ま
す
。
，
就
任
に
あ

た
り
抱
貿
と
希
望
の
噸
端
を
披

　
い
た
し
、
大
局
に
立
齢
私
心

・
て
の
自
覚
を
墜
持
し
て
そ
の
，
笑

’
践
に
勇
断
を
念
願
、
村
民
の
卸

　
期
待
に
応
え
実
い
覚
悟
で
ご
ざ

　
い
ま
す
。
今
後
輔
暦
御
指
導
、

　
御
鞭
漣
の
程
お
願
い
申
し
上
げ

　
謹
ん
で
当
選
の
御
礼
労
々
御
挨

　
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
▲
　
．
　
柳
　
ー
寛
　
　
咽

　
　
私
は
四
月
廿
三
日
を
感
激
デ

　
ー
と
銘
記
し
て
聡
り
ま
す
。

　
瓢
の
抱
負
は
地
方
自
治
の
確
立

　
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
，
は
人
的

　
と
物
的
の
二
つ
の
要
素
が
伴
い

　
ま
す
が
前
者
に
関
し
て
は
村
議

作
を
離
れ
、
全
体
の
奉
仕
者
と
ん

當
選
者
に
さ
・
ぐ

当
選
を
続
い
致
し
享
、
ぞ
、
と
こ
し
え
に
傳
え
聾
れ

わ
れ
わ
れ
は
、
め
れ
わ
れ
の
権
る
こ
と
で
あ
ろ
う
禰
因
み
に
建

利
と
賛
任
に
於
て
四
月
選
挙
を

絡
了
し
た
、

　
絡
戦
よ
り
今
日
に
致
る
迄
の

過
去
四
年
間
は
日
本
再
建
の
伽

藍
の
構
築
の
一
語
に
叢
き
る
と

思
わ
れ
る
。
日
民
主
々
義
の
浸

透
、
目
教
育
制
度
、
農
地
改
革

地
方
自
治
等
々
過
去
を
顧
み
て

新
憲
法
に
則
り
、
極
度
の
混
乱

の
中
に
在
り
な
が
ら
も
よ
く
今

日
の
再
建
の
輪
郭
を
作
り
得
た

も
の
と
思
う
。
前
任
期
中
に
活

躍
蔓
れ
た
村
長
始
め
村
議
の
不

滅
の
業
跡
は
、
再
建
の
巻
頭
を

飾
る
に
ふ
さ
が
し
い
も
の
と
し

一築
村
長
及
び
村
会
の
ネ
ー
ム
を

　
ロ

彌
鱗
舘
獅
携
於
畑

一
体
の
暴
礎
は
築
か
れ
て
い
る
が

覆
架
の
覇
は
こ
鑑
に

解
つ
た
佛
に
魂
を
入
れ
る
の
が

屑
面
の
仕
事
と
な
る
の
で
は
な

満
ろ
う
か
。
第
輔
期
の
そ
れ
に

死
べ
ぼ
汰
榔
地
昧
な
仕
事
で
あ

る
が
伽
藍
構
築
以
上
に
大
切
で

『
あ
り
困
難
奪
仕
事
で
こ
の
こ
と

φ
出
来
不
出
来
は
將
來
稔
る
処

万
結
果
に
於
て
一
八
○
皮
の
差

薙
纏
鷺
筋
祉
、
鰭
講
絹

　
政
治
は
常
に
大
衆
性
を
持
つ

，
て
い
る
こ
と
、
”
剛
，
部
の
人
の

　
考
え
に
よ
り
偏
し
た
方
向
や

　
闇
の
中
，
臆
行
れ
て
は
な
ら
ぬ

⑧
教
育
施
設
の
充
輿
　
　
　
、

e
中
学
校
高
等
学
校
の
寄
宿
舎

　
運
動
揚
の
早
期
建
築

口
全
村
教
育
の
確
立

倒
教
育
職
員
受
入
態
勢
の
確
立

四
青
年
団
、
婦
人
会
の
健
全
な

る
育
成
と
優
良
青
年
の
表
彰

，
▲
．
　
関
・
谷
・
政
輔
．
郎

○
中
学
、
高
校
並
に
寄
宿
舎
を

　
完
備
し
教
師
及
生
徒
の
受
入

　
態
勢
を
整
え
制
般
教
育
の
充

　
輿
を
図
り
た
い

○
産
業
発
展
に
重
点
を
置
ざ
農

　
家
経
営
の
合
理
化
を
図
る
．

○
道
跨
改
修
を
図
り
文
化
の
恩

　
恵
を
受
ら
れ
る
様
運
ぴ
九
い

○
医
療
施
設
を
完
備
し
内
容
の

　
充
実
を
は
か
り
た
い

○
地
下
資
源
に
協
力
し
村
の
発

ー
．
展
を
望
み
た
い

○
議
会
の
民
主
化
を
図
り
明
朗

，
な
る
村
を
樹
立
す
る
こ
と

　
ム
　
，
，
石
沢
昌
．
美

「
和
以
為
貴
」
由
來
松
代
村
は
和

を
以
て
模
範
村
ど
瀬
わ
れ
た
何

事
に
よ
ら
す
最
後
の
結
論
は
和

仁
よ
つ
て
解
決
さ
れ
る
3
私
は

こ
の
意
味
に
於
て
和
を
モ
ッ
ト

ー
と
し
て
公
正
な
世
論
に
立
脚

し
た
明
朗
で
健
全
な
村
政
の
運

営
を
確
立
し
た
い
。
そ
七
て
村

の
発
展
の
た
め
聯
な
り
と
も
寄

与
し
た
い
と
思
う
。

希
望
と
し
て
は
、

①
文
化
教
育
の
徹
底
化

②
道
路
網
の
拡
充

⑧
産
業
の
発
展

④
昆
主
自
治
政
治
の
確
立

⑤
健
全
財
政
の
確
保

、
▲
、
　
若
井
．
幸
吉

①
農
家
支
出
の
軽
減
と
村
財
源

　
李
衡
交
付
金
等
の
有
効
使
用

②
激
育
設
備
の
完
備
と
郷
土
文

　
化
の
向
上

⑧
道
路
の
改
修
砂
防
工
事
推
進

④
希
望
と
も
て
松
代
村
全
村
に

　
亘
つ
て
電
話
の
架
設
と
、
医
療

　
機
関
設
備
の
充
輿
を
企
り
た

　
い
、
た
ガ
私
の
心
か
ら
の
念

　
願
は
明
る
い
村
政
と
共
に
明

　
る
い
村
を
作
り
た
い
こ
と

臼
▲
　
　
　
小
野
島
啓
太
郎

①
農
村
の
民
主
化
は
ま
す
村
政

　
か
ら

　
民
主
4
義
と
勝
手
主
義
と
履

　
き
違
い
の
ね
い
よ
づ
に
輔
歩

　
々
々
大
衆
の
後
か
ら
続
け
る

　
程
度
に
民
主
化
を
図
り
た
い

②
良
心
的
農
民
蓮
動
の
推
進

　
農
民
組
合
と
い
え
ば
人
の
ふ

・
と
こ
ろ
に
で
も
手
奪
入
れ
る

，
よ
う
な
分
子
の
如
く
考
え
ら

　
れ
る
は
遺
憾
と
思
う
。
こ
れ

　
は
眞
，
実
の
姿
を
組
合
員
も
。
輔

，
般
の
方
も
分
ら
の
こ
と
と
思

　
う
。
機
会
あ
る
毎
に
啓
蒙
宣

　
傳
を
続
け
た
い
。

⑧
町
村
合
併
に
よ
る
李
和
村
建

　
設
　
敗
戦
国
日
本
の
最
も
尊

・
き
こ
と
は
人
の
和
で
あ
る
－

　
町
村
合
併
を
期
に
李
和
村
の

　
建
設
に
努
力
し
た
い
。

④
特
殊
産
業
の
発
展

　
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
、

　
何
と
い
つ
て
為
経
済
力
が
咽

　
番
大
切
で
こ
れ
は
特
株
産
業

　
の
発
展
に
限
る

⑤
税
煮
担
の
均
衡
，

　
税
法
の
改
正
や
拷
令
法
の
改

　
正
の
度
毎
に
置
き
忘
れ
も
れ

　
て
い
る
山
間
豪
雪
地
帯
で
あ

　
る
。
噸
度
出
来
た
法
の
修
正

は
容
易
で
な
く
、
、
宜
月
を
要

す
。
法
の
未
完
成
中
に
特
殊

事
情
を
折
込
む
こ
そ
賢
明
な

り
。
こ
れ
に
は
組
織
あ
る
大

愚
な
團
体
と
強
力
な
る
政
治

力
を
必
要
と
す
る
。
，
こ
こ
に

・
農
民
組
織
の
必
要
を
認
か
ろ

所
以
た
り
。

△
．
　
嘗
沢
和
吉

懸
職
姻
媚
喉
離
塾
講
環
鐸
齢
難
銚
㌦

と
海
外
発
展
の
爲
の
諸
問
題
が
た
標
準
偏
差
を
求
め
る
術
を
知

諸
氏
の
面
前
に
大
き
く
浮
ぴ
上
つ
で
い
な
け
れ
ば
民
衆
に
対
す

り
再
び
制
度
の
改
正
等
に
面
喰
る
行
政
の
効
率
を
キ
ヤ
ッ
チ
す

わ
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
乏
思
わ

の
点
ま
だ
ま
だ
伽
藍
の
構
築
が
れ
る
。
　
　
　
聖
．
　
　
‘

続
け
ら
れ
る
様
な
気
が
す
る
。
“
諸
氏
の
今
日
分
地
位
は
、
輔
朝

　
如
何
な
る
時
代
に
於
て
も
人
に
し
て
得
た
も
の
で
な
く
自
分

類
に
個
入
慾
の
存
ず
る
限
り
周
｝
人
だ
け
の
地
位
下
も
な
い
。

人
嘲
人
に
万
全
の
政
治
が
敷
か
今
日
の
栄
は
諸
氏
の
人
格
手
腕

れ
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
し
か
を
村
民
が
嘲
人
唄
人
の
人
塩
に

し
少
な
く
と
為
村
民
全
般
が
納
よ
っ
て
支
え
て
当
選
圏
迄
運
ぴ

得
の
ゆ
く
行
政
は
行
わ
れ
て
よ
込
ん
だ
も
の
で
当
選
に
よ
り
諸

く
又
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
氏
を
支
持
し
た
人
達
だ
け
の
代

思
う
帥
ち
大
部
分
の
階
級
や
暦
表
と
な
ら
す
村
八
千
人
の
代
表

に
持
つ
て
行
つ
て
・
。
割
り
切
れ
と
な
つ
た
わ
け
で
行
佳
坐
臥
忘

る
最
大
公
約
的
数
行
政
を
村
民
れ
て
な
ら
な
い
意
義
が
蝕
に
あ

は
強
く
要
望
す
る
で
め
ろ
う
。
る
。
村
民
の
標
準
偏
差
獄
常
に

　
こ
の
最
大
公
約
数
を
見
出
ず
こ
の
根
本
原
則
に
よ
つ
て
求
め

に
は
常
に
村
民
の
意
志
、
経
済
ち
る
べ
き
で
あ
り
「
事
の
終
り

は
帥
ち
事
の
始
め
」
も
亦
鼓
に

見
る
亡
と
が
出
来
よ
う
。

．
終
戦
以
來
村
予
算
も
一
般
肚

会
情
勢
と
兵
に
う
な
ざ
昇
り
に

の
ぽ
す
、
今
年
の
当
初
予
算
噸

千
．
五
百
余
万
円
と
聞
く
、
年
々

こ
れ
等
莫
大
な
予
算
の
献
立
料

理
の
権
限
を
諸
氏
に
委
任
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

同
じ
力
働
リ
ー
を
持
つ
食
飼
で

も
そ
の
献
立
と
料
理
法
の
方
如

何
に
よ
つ
で
、
そ
の
味
覚
ば
か

り
で
な
く
、
そ
れ
自
休
の
持
つ

栄
養
価
値
迄
破
壌
減
殺
し
て
し

ま
う
。
希
は
献
立
の
作
製
に
当

つ
て
は
、
よ
り
以
上
に
量
よ
り

贋
に
重
点
を
置
き
冷
文
化
的
薫

り
高
き
人
的
、
、
物
的
再
生
産
を

目
途
と
し
た
弾
力
性
に
富
む
独

自
の
予
算
献
立
を
お
目
に
か
け

で
戴
き
た
い
。
地
方
自
治
独
立

の
呼
声
高
き
折
過
去
の
形
式
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
村
百
年

の
大
計
を
盛
つ
た
村
是
の
確
立

を
予
算
面
ヒ
あ
り
あ
り
と
見
せ

る
と
共
に
広
く
村
是
の
宣
言
を

行
う
べ
き
と
思
う
．

　
更
に
｝
言
し
た
い
．
こ
と
な
、

今
改
選
に
よ
餌
一
年
生
議
具
と

二
年
生
議
員
を
見
た
わ
け
で
、

こ
の
間
に
何
か
と
大
き
な
ハ
ン

デ
キ
ヤ
ツ
プ
が
あ
り
は
し
な
“

か
と
憂
う
も
の
で
あ
る
。

　
一
年
生
議
員
は
噸
日
も
早
く

議
場
の
雰
囲
気
に
慣
れ
1
1
愚

に
・
。
つ
か
な
い
議
会
語
等
覚
え

る
必
要
は
更
に
な
い
が
　
　
・
本

来
の
力
量
を
如
何
な
く
発
揮
出

来
る
様
、
尚
又
二
年
議
員
は
よ

く
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
戴
き

た
く
、
古
参
然
た
る
言
動
を
つ

つ
し
み
常
に
新
鮮
味
を
保
つ
て

戴
き
た
い
，

　
最
後
に
四
月
選
挙
に
よ
り
大

き
な
室
白
を
地
方
行
政
に
見
た

こ
と
を
率
直
に
認
め
馳
足
で
胱

会
と
の
す
れ
を
縮
め
で
戴
き
た

い
と
思
う
。

　
い
ろ
い
ろ
述
べ
た
が
。
要
は
、

よ
り
良
き
地
域
祉
会
の
建
設
に

他
な
ら
な
い
。

，
よ
り
大
ぎ
な
建
設
ぢ
よ
の
偉

大
な
る
完
成
は
、
た
ゆ
み
な
き

完
成
へ
の
努
力
の
過
程
に
築
か

れ
各
。
，
諸
氏
の
血
み
ゼ
ろ
の
努

力
に
対
し
て
は
村
民
は
心
か
ら

な
る
応
援
と
協
力
を
惜
し
ま
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
に

又
鏡
い
批
判
と
看
硯
を
予
想
す

．
べ
き
こ
と
と
恩
う
α

①
村
会
議
員
は
政
治
屋
で
な
い

：
從
つ
て
出
楽
も
し
な
い
大
風

　
呂
敷
的
公
約
や
抱
負
は
絶
対

　
排
撃
す
べ
き
だ

②
先
づ
明
る
く
佳
み
ょ
い
村
を

　
作
り
た
9

⑧
村
財
政
資
金
の
速
途
ノ
村
民

　
の
税
金
た
る
財
政
資
金
は
無

　
駄
な
く
合
理
的
且
．
つ
能
率
的

支
斑
た
る
事

④
道
路
の
完
備
と
地
ず
べ
じ
防

　
止
等
土
木
事
業
の
振
興
〃
特

　
に
小
部
落
に
通
す
る
ド
ロ
沼

・
．
的
道
路
を
な
く
し
た
い
　
　
’

⑤
地
下
資
源
の
開
発
4
目
下
本

　
村
で
試
掘
中
の
帝
石
等
大
資

　
本
家
に
村
と
も
て
出
来
得
乃

　
限
り
の
受
入
体
制
を
整
へ
る

　
べ
「
ざ
だ

⑥
公
昆
舘
蓮
動
や
P
T
A
に
ょ

　
る
耽
会
教
育
の
振
興
と
青
少

年
不
良
化
防
止
，

⑦
公
営
医
寮
施
設
■
（
診
寮
所
）

　
の
完
備
に
依
り
本
村
よ
り
傳

　
　
　
　
。
1

，
染
病
を
無
く
し
た
い
。

　
▲
　
　
関
・
．
谷
　
菊
　
治

①
中
学
校
屋
内
遽
動
揚
の
建
設

　
促
進
．

②
高
等
学
校
の
寄
寄
舎
の
建
設

　
促
進

⑧
中
、
高
、
校
及
其
付
近
の
防
し

　
火
施
設
の
完
備

④
分
裟
場
派
出
揚
の
完
全
教
青

⑤
大
桐
山
部
落
の
村
孚
ひ
⑪
解

、
．
消
　
　
．

　
▲
　
　
、
関
　
谷
　
義
　
雄

’
今
回
地
方
選
挙
驚
お
き
ま
し

て
村
民
各
位
の
多
数
の
御
後
援

に
預
ゆ
浅
単
非
才
の
身
を
顧
み

ず
再
選
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
辮

を
衷
心
よ
り
御
礼
申
上
げ
ま
す

再
選
議
員
と
し
ま
し
て
今
期
も

輔
意
村
行
政
の
発
達
推
進
に
微

力
乍
ら
奮
斗
致
す
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
か
ら
何
分
共
村
民
各
位

の
御
協
力
を
切
蕉
願
い
申
上
げ

ま
す☆

お
　
詑
　
び

議
員
全
員
の
抱
負
を
掲
載
す
べ

く
計
画
で
あ
り
ま
し
た
が
期
日

中
に
投
稿
な
ぐ
い
ろ
く
と
連

絡
に
当
つ
た
が
止
む
な
く
紙
上

の
議
員
の
み
の
掲
載
に
．
止
つ
た

事
を
遣
憾
に
思
↑
ま
す
。
．

こ
、
に
深
く
お
わ
び
申
上
ま
す

刷闘■■國■剛■■剛r㌦。
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松
代
村
議
会

議
長
、
副
議
長
決
る

　
去
る
五
月
四
日
、
、
地
方
選
挙
改
選
后
の
初
の
村

議
会
が
村
役
場
τ
開
会
さ
れ
本
村
畿
会
議
長
同
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

議
長
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
左
の
者
が
選
挙
⑳
結
果

決
定
さ
れ
た

　
　
　
議
　
　
長

　
　
　
　
　
　
関
谷
政
一
郎

　
　
　
副
議
長
・

　
　
　
　
　
　
・
柳
　
　
寛
　
　
一

惰
農
業
調
整
委
員
会
魑
阿
開
会

第
▽
昭
和
廿
六
年
産
米
部
落
別
生
産
目
標
数
量
戻
定
の
件

　
　
▽
昭
和
廿
六
年
産
米
増
産
対
策
に
つ
い
て
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

一
第
十
回
委
員
会
は
去
る
三
月
十

奪
村
霧
に
藁
午
前
＋

一
時
開
会
、
全
日
午
後
五
時
牛

閉
会
全
月
十
七
、
日
午
後
二
時
引

続
き
開
会
、
同
月
午
後
五
時
閉

会
む
た
、
決
定
さ
れ
た
議
案
は
’

左
の
通
り
で
あ
る
、
尚
本
年
は

｝
禦
智
如
く
事
鶴
当
魂

τ
事
後
割
当
と
な
り
牧
．
穫
期
直

訂
に
供
出
割
当
が
さ
れ
る
予
定

㎝
　
　
　
し

△
松
代
村
昭
和
廿
六
年
産
米
生

■
簾
月
標
数
量
唄
ご
二
六
六
石
⑦

酋
積
水
稻
作
付
面
積
（
昭
和
嵩
葦

菖
月
一
日
申
告
面
積
）
五
剛
〇
六

一
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
i

脚

一　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

反
陸
稻
全
一
．
二
反
＠
基
準
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

数
量
｝
O
八
二
一
石
②
塘
産
数

量
五
四
五
石
計
生
産
目
標
＝

三
六
六
石
・

右
に
よ
る
檜
牧
目
標
算
定
内
訳

⑦
種
子
滑
毒
及
病
害
虫
防
除
に

　
よ
る
増
牧
量
四
九
五
石
六
六

．
総
作
付
面
積
に
要
す
る
種
子

　
、
全
量
を
浩
毒
実
施
す
る
も
の

　
・
と
し
こ
れ
に
ま
る
増
牧

＠
保
温
折
衷
苗
代
に
よ
る
増
牧

・
四
九
石
三
四
本
年
度
に
於

　
け
る
実
施
予
定
面
積
を
対
象

　
駕
反
当
増
牧
率
を
李
均
二
斗

池小田菅太小松
之屋　　一　荒
畑丸沢刈李戸代

一一一一一一一一・一一一八

五輔五九四五六
二三二五一二九’
　　　　　　反

　
と
し
て
算
定
・
，

生
産
目
標
数
量
　
基
準
生
産
数

量
に
増
牧
量
を
加
え
て
生
産
，
目

標
数
量
に
し
た

部
落
別
生
産
目
標
数
量
　
左
の

如
し
（
但
し
作
付
面
積
は
昭
和

廿
五
年
二
月
咽
日
現
在
個
人
申

告
面
積
を
咽
．
応
対
象
と
ー
し
た
）

△
昭
和
廿
六
年
米
各
字
別
生
産

　
目
．
標
量
決
定
表
’

字
名
徹
側
繭
灘
麟
畔
難

　
　
　
お

一
七
八
三

三
三
九

三
四
九

四
四
六

三
四
六

三
〇
八
．

三
四
七’『し，／》ハハノしノし．二辱’里出　．雁　甲4’μり”口鰍

　　高荒苧中滝片孟犬海東蓬桐清会池千下
　計　　　　　桐’
五稼瀬島子即地鰺蝉山水沢尻年山

　リ　　　
ド　ロ

　〇　　　二：　一　“咳等；　四輔三二二四二
　山　三二四鰍六一八八六八七一〇〇六四
　ハ九八OO七六〇九二：九・OO六一七五三

五
二
三

｝
○
八
九

四
六
五

四
四
一

六
八
二

四
二
〇

一
〇
四
八

　
周
四
周
，

五
八
八

八
四
九

二
七
〇

　
一
六
四

一
一
七
六

　
＝
一

二
九
八

・
．
八
九

一
応
除
く

咽
一
二
六
六

当
地
方
を
貫
流
す
為

河
川
の
利
用
に
つ
い
て

　
　
．
尊
野
部
の
ま
地
改
良
造
成
は
最

　
　
早
や
行
詰
り
の
歌
態
と
思
わ
れ

　
　
こ
れ
以
上
壇
産
を
願
う
顛
ら
ば

　
　
水
源
の
拡
張
を
計
ら
ね
ば
な
ら

　
　
ぬ
現
在
総
て
の
河
川
は
極
度
に

　
　
利
用
さ
れ
て
お
り
こ
れ
以
上
の

　
　
水
源
は
貯
水
池
に
依
ら
ね
ば
な

　
　
ら
駐
部
で
ば
之
を
実
施
し
つ

　
　
賢
盤
鋤
鱗
魏
鍵
矯

　
　
羽
挙
野
は
梢
改
良
の
余
地
な
し

　
　
と
思
う
今
後
は
雨
水
と
積
雪
の

　
　
櫛
利
用
等
大
い
に
考
慮
研
究
す
べ

　
　
さ
も
の
と
思
料
す
る
印
ち
米
国

　
　
の
T
V
A
及
び
C
V
A
等
は
之

　
　
等
を
極
度
に
利
用
し
て
居
り
ま

　
　
“
“
融
，
又
本
郡
民
は
殆
ん
ど
農
業
で

　
、
翻
生
計
を
立
て
Σ
い
蚤
が
此
儘
で

　
　
將
来
の
生
活
安
定
を
得
ら
れ
る

　
　
か
考
え
て
見
る
．
必
要
も
あ
る
と

　
　
思
わ
れ
る
敗
戦
前
後
の
食
糧
不

　
　
足
の
爲
百
姓
は
非
常
に
恵
ま
れ

　
　
た
位
置
に
居
り
其
の
余
波
は
未

　
　
だ
覚
め
の
が
こ
れ
か
ら
経
済
が

　
　
戦
前
の
如
く
復
活
し
た
と
き
に

　
　
牛
野
部
の
．
大
農
に
互
し
て
堂
々

　
　
と
生
活
を
維
持
し
出
ら
れ
る
か

　
　
昔
よ
り
先
祀
代
々
生
活
に
は
何

”
公代松日”月　年26，

和昭
ロ
　
　
ン2‘

の
心
配
も
な
い
の
に
杷
憂
か
も

し
れ
な
い
が
現
在
で
は
旧
慣
を

ひ
し
ひ
し
と
除
か
れ
始
め
進
歩

の
度
は
日
輔
日
と
早
ま
り
つ
．
、

あ
る
事
を
察
知
せ
ね
ば
な
ら
ね

要
す
る
に
総
て
が
文
化
的
に
な

ら
ね
ぱ
な
ら
蹟
文
化
の
最
も
激

し
く
襲
シ
の
は
第
一
交
通
か
ら

で
あ
る
品
物
は
高
く
売
り
安
ぐ

買
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
其
れ
か
ら
生

活
の
改
善
農
事
の
改
良
造
成
將

に
又
林
業
等
総
て
の
面
に
影
響

を
及
ぽ
す
自
分
の
土
地
織
自
分

だ
け
利
用
す
れ
ば
よ
い
か
と
云

え
ば
自
分
の
本
業
を
妨
げ
ぬ
限

「
利
用
し
た
方
畳
し
い
敗
戦

顔
呆
は
璽
の
塞
利
用

が
望
ま
し
い
利
用
出
來
る
事
な

れ
ば
二
重
に
も
三
重
に
も
使
用

出
来
れ
ば
理
想
的
で
あ
る
が
本

郡
内
ば
か
り
で
は
進
歩
性
が
少

く
他
郡
と
も
連
継
の
心
要
が
あ

り
ま
す
。
昔
よ
り
川
と
生
活
と

は
密
接
の
関
係
が
あ
り
渋
海
川

鯖
石
川
は
用
水
と
し
て
盛
ん
に

利
用
さ
れ
て
い
る
が
未
余
裕
が

沢
山
あ
る
之
を
極
限
迄
利
用
す

る
と
し
た
ら
郡
内
だ
け
で
は
方

法
が
少
い
水
の
流
る
、
法
則
に

　
　
　
　
ロ

．
從
つ
て
下
流
の
刈
羽
三
島
と
結

．
束
し
な
け
れ
ば
良
い
計
画
が
立

　
た
ぬ
然
し
此
大
結
束
の
元
に
理

想
的
計
画
を
立
て
輿
現
す
る
な

F
ら
ぱ
食
糧
増
産
κ
寄
与
す
る
事

誠
に
大
き
い
下
流
は
渇
水
期
に

　
は
用
水
が
不
足
こ
れ
を
少
し
で

　
も
補
え
ば
そ
れ
だ
け
牧
穫
が
増

す
の
で
あ
る
本
郡
の
河
川
は
不

自
然
な
川
床
．
。
繍
下
を
来
し
て
居

る
か
ら
雨
が
降
れ
ば
直
に
下
流
、

　
へ
押
流
し
又
冬
期
積
雪
も
雪
汁

出
、
水
に
は
｝
時
に
流
し
て
し
ま

う
郡
内
灌
概
水
と
い
う
の
は
概

ね
自
然
に
湧
き
出
る
地
下
水
の

集
合
む
た
も
の
で
水
の
抱
含
量

誠
に
心
細
い
実
に
不
経
済
で
あ

る
か
ら
植
林
及
ぴ
堰
堤
を
築
い

た
な
ら
も
つ
と
充
分
に
補
給
が

出
來
る
斯
る
計
画
は
大
で
あ
れ

ぱ
大
き
い
程
効
果
が
挙
が
る
李

野
部
の
開
発
は
用
水
次
第
と
思

う
工
費
に
つ
い
て
申
す
な
ら
李

野
部
の
米
産
額
を
仮
に
一
八
万

石
と
す
る
其
「
割
を
工
費
に
向

け
る
と
す
る
と
一
万
八
千
石
之

を
時
価
に
換
算
す
る
と
周
億
三

千
万
余
之
を
山
附
部
の
貯
水
工

事
に
向
け
る
と
数
年
聞
は
年
々

拗
物
線
歌
に
水
量
は
増
加
し
從

つ
て
増
牧
を
得
る
そ
れ
に
災
害

は
除
か
れ
上
流
部
も
耕
地
の
安

定
と
造
戒
が
得
ら
れ
る
斯
る
効

果
の
挙
る
事
で
あ
る
か
ら
是
非

実
現
し
た
い
が
こ
れ
に
は
お
互

に
協
ガ
と
大
き
な
努
力
が
必
要

で
あ
る
。治

，
肉
冶
水
の
綜
合
計
画
ご
、

實
施
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
松
代
砂
防
亭
務
所
廣
川
甲
午
郎

本
郡
の
山
と
河
に
つ
い
で
特
異

性
を
考
え
る
と
山
ら
し
い
山
と

云
う
の
は
山
の
山
奥
か
或
は
不

粍
地
で
な
け
れ
ば
山
ら
し
い
，
感

が
薄
い
。
一
般
に
土
壌
が
宜
し

い
か
ら
階
段
欺
の
田
圃
が
多
い

地
暦
と
し
て
も
地
辻
り
を
生
じ

易
い
又
河
は
永
年
放
任
ざ
れ
て

居
ρ
た
た
め
か
人
工
を
加
え
た

形
跡
が
あ
り
、
所
々
に
近
径
路

を
作
ら
れ
、
九
め
に
川
床
底
下

が
甚
し
い
從
つ
て
地
辻
り
も
多

い
全
体
の
地
形
は
山
嶽
起
伏
し

て
李
地
は
殆
ん
ど
な
い
。
又
交

通
方
面
は
軽
鉄
が
下
保
倉
村
に

來
て
居
る
が
郡
内
か
ら
見
れ
ば

恩
恵
が
少
い
道
路
は
郡
内
全
般

に
網
羅
し
て
居
る
が
勾
配
の
念

と
屈
曲
の
た
め
難
行
で
あ
り
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銀
も
高
い
又
冬
期
六
ケ
月
聞
は
一

徒
歩
の
他
交
通
は
出
来
な
笠

以
上
よ
り
し
て
種
々
開
発
計
画
一

を
考
察
す
れ
ば
郡
内
だ
げ
の
計

画
で
は
費
用
の
割
合
に
効
果
が

挙
が
ら
の
他
郡
に
比
し
資
力
為

貧
賜
で
あ
る
。
よ
づ
て
中
頸
城

刈
羽
、
三
島
の
三
郡
と
連
継
し

て
国
土
開
発
の
た
め
総
合
計
画

を
樹
て
法
律
の
適
用
も
望
ま
し

い
と
思
考
す
る
。

本
郡
だ
け
の
事
業
だ
と
思
つ
た

ら
そ
れ
は
間
違
い
，
で
あ
る
堰
堤

一
基
で
も
水
源
浸
養
と
な
り
下

流
の
渇
水
時
に
は
恵
ま
れ
る
の

で
あ
る
ー
そ
れ
を
沢
山
造
れ
ぱ

郡
内
の
効
果
は
勿
論
下
流
の
利

水
に
非
常
に
役
立
つ
が
下
流
の

人
達
は
何
も
知
ら
す
に
居
る
か

ら
声
を
大
に
し
て
砂
防
工
事
の

必
，
要
性
を
呼
び
か
け
て
貰
い
た

い
。
本
郡
内
の
治
水
事
業
は
砂

防
工
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
の
工

事
が
大
な
れ
ば
効
果
も
大
で
あ

る
か
ら
し
て
米
大
き
な
も
の
と

，
国
の
T
V
A
式
に
大
計
画
を
樹

ぞ
な
け
れ
ば
本
郡
の
文
化
は
中

々
至
難
だ
と
思
う
地
形
欣
態
か

ら
水
源
地
を
造
る
に
は
適
当
で

あ
り
地
下
水
の
充
満
も
可
能
で

め
る
㍗
斯
く
す
れ
ば
一
時
的
耕

地
は
埋
波
す
る
け
れ
共
將
來
は

李
坦
な
る
大
耕
地
が
多
く
な
る

又
こ
れ
に
附
随
し
て
災
害
は
防

除
さ
れ
其
の
他
色
々
の
特
点
が

，
生
れ
て
く
る
ゆ
土
木
工
事
分
一

例
之
し
て
挙
ぐ
れ
ば
米
産
縣
と

な
つ
た
の
は
大
河
津
分
水
の
効

績
で
あ
る
。
竣
功
以
未
二
十
五

年
経
た
今
日
其
お
蔭
で
利
用
し

て
耕
地
の
改
良
、
這
威
が
盛
ん

に
実
行
さ
れ
っ
、
あ
る
が
未
だ

牛
分
に
も
達
し
な
い
此
企
画
者

は
此
予
想
外
の
成
果
に
は
予
想

以
上
の
生
産
を
伴
い
之
に
対
し

夢
だ
に
想
像
し
得
な
か
つ
た
で

あ
ろ
う
。
、

砂
防
事
業
に
つ
い
て
も
無
隈
の

恩
恵
の
あ
各
事
は
前
例
が
立
派

に
沢
山
証
明
し
て
居
る
の
で
あ

る
か
ら
老
若
男
女
を
問
わ
ず
郷

土
の
た
幼
彊
く
関
心
を
持
つ
よ

う
に
仕
向
け
て
戴
き
た
い
。

P
T
A
に
つ
い
て

全
世
界
地
上
の
生
産
物
は
殆
ど

生
産
が
行
き
詰
つ
た
形
で
改
良

を
加
え
て
も
そ
の
増
牧
量
は
僅

か
で
、
あ
り
、
所
に
よ
つ
て
は
土

地
の
地
力
減
退
の
た
め
滅
牧
が

釜
々
累
加
す
、
る
所
さ
え
あ
る
。

之
に
奮
起
し
て
合
理
的
に
土
地

改
良
を
画
て
大
成
功
を
牧
■
ゆ
疲

弊
地
を
文
化
的
楽
土
の
模
範
之

な
つ
て
世
界
を
な
ぴ
か
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。
り
聯
も
T
V
A
と

は
米
国
に
於
て
，
テ
卒
ッ
シ
ー

ヴ
ア
レ
イ
、
オ
ー
ソ
リ
テ
ー
と

称
し
テ
・
ネ
ッ
シ
ー
河
域
公
肚
を

指
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
の
ロ

こ
の
地
方
計
画
は
人
ロ
四
五
〇

万
人
面
積
剛
〇
九
万
李
方
粁
面

積
は
約
我
国
の
三
倍
で
あ
り
ま

す
。
総
ゆ
る
悪
條
件
が
累
加
し

て
生
産
量
は
低
下
し
貧
窮
の
度

は
高
ま
り
佳
民
の
牛
数
以
上
貧

民
．
救
済
費
を
受
妙
て
居
た
程
の

荒
廃
歌
況
で
あ
つ
た
の
で
テ
ネ

シ
i
海
域
開
発
に
対
す
る
関
心

は
十
九
世
紀
の
初
期
に
初
ま
り

N
八
三
｝
年
に
事
業
化
さ
れ
釜

ゆ
理
想
祉
会
が
建
設
さ
れ
つ
、

あ
り
ま
す
。
事
業
の
大
要
は
、
よ

①
水
路
の
改
善

②
ダ
ム
の
建
設

⑧
発
電
事
業
■

④
農
林
業
の
改
善
振
興

⑤
工
業
の
導
入

以
上
の
大
事
業
が
実
現
さ
れ
、

㈹
一
暦
近
代
施
設
建
設
に
適
進

し
て
居
り
ま
す
。
頭
初
清
手
に

当
り
、
最
も
癌
と
な
る
の
ば
機

構
の
間
題
で
既
存
機
構
と
の
濁

接
が
兎
角
事
業
不
成
功
に
成
り

勝
ち
な
の
で
之
を
強
力
な
も
の

と
す
る
た
め
、
直
接
大
統
領
と

議
会
の
権
限
の
下
に
お
か
れ
、

T
V
A
法
を
設
け
こ
の
規
定
に
．

則
つ
て
実
行
さ
れ
た
の
、
で
あ
り

ま
す
。
又
T
V
A
の
砒
会
的
影

響
は
莫
大
な
も
の
で
農
村
生
活

の
電
化
、
電
気
料
金
の
引
下
げ

地
域
住
民
所
得
の
増
大
直
接
聞

接
、
誠
に
大
な
る
利
釜
を
も
た
、

ら
し
ま
し
た
。
樹
鵯
九
四
五
年

以
來
経
済
的
に
も
独
立
し
牧
釜

増
加
0
唄
途
を
辿
つ
・
て
居
る
の

で
あ
り
ま
す
。
以
上
厘
V
A
の

概
要
で
あ
り
ま
す
が
此
事
業
の

｝
末
端
を
捕
え
で
も
近
代
科
学

の
粋
が
集
注
さ
れ
て
居
る
の
で

あ
り
ま
し
て
、
こ
の
檬
塗
近
代

的
文
化
を
取
り
入
れ
る
に
は
旧

習
慣
を
打
破
り
科
学
の
総
合
的

実
現
を
期
ざ
な
け
れ
ぱ
な
ら
の

の
で
あ
り
ま
す
。
今
度
我
国
に

も
こ
れ
に
類
似
し
た
法
律
が
生

れ
ま
し
た
。

　
V
A
は
昔
天
然
を
開
発
し
て

繁
昌
む
た
が
其
の
後
疲
弊
し
て

貧
困
地
と
な
つ
た
の
を
今
日
で

は
米
国
で
｝
、
二
を
争
う
文
化

地
方
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す

　　　ノ
　＼ノ’
　ニンご

～総、


